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日時：2019 年 1 月 16 日（水）【通算 401 回】	 場所：ホテル・ニューオータニ東京	

	

構成員数	 2019 年 1 月 16 日	現在	 32 名	 出席者数	 25 名	

	

ゲストビジター紹介	

(1)	東京世田谷RC・CIESF理事長	大久保	秀夫(おおくぼ	ひでお)様		

(2)	東京世田谷RC・プロジェクト代表	西村	弘之(にしむら	ひろゆき)様		

(3)	2019	ミス・エコ・インターナショナル日本代表	冨田	七々海(とみた	ななみ)様		

(4)後藤会長のご友人	高	栄吉(こう	よんきる)様		

(5)	東京RC	太田	嘉正	様	

(6)	CIESF	戸田	陽子	様	

(7)	米山奨学生	鄭	宰泳(ちょん	じぇよん)様	

(8)	米山奨学生	賈	悦(か	えつ)様	

(9)	米山奨学生	李	桐(り	とう)様		

特別代表挨拶	関	博子	様	

拡大補佐	吉井栄	様	

2.	会長報告	

・2019年	2750地区米山奨学生	

・学友	新年懇親会開催のリマインド	

・2019年	UI新年会ご案内 	

・今後のイベント予定ご案内		

3.	幹事報告	

・2018-19年度下半期会費納入依頼		

・地区年会費の払込報告(2018-19年度	下期)		

・2018-19年度	第6回「奉仕のつどい」	

	〜奉仕プログラム情報交換会〜ご案内		

4.	委員会報告	
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・1月分奨学金贈呈		

・2018年12月22日開催された米山冬懇親会の報告	

５.	ニコニコボックス	

なし	

６．卓話：	

東京世田谷 RC・CIESF 理事長	大久保	秀夫	様、東京世田谷 RC・プロジェクト代表	西村	弘之	様	

〜東京世田谷RCのカンボジア教師育成支援プロジェクトについて〜	

	

大久保様からカンボジア支援の公益財団法人CIESFの活動、カンボジアの教育制度の現状をお話し

いただき、西村様にロータリークラブとしての支援の仕方、プロジェクト概要をお話しいただき

ました。	

	

＜大久保様＞	

1975〜79年	ポル・ポト政権下でインテリジェンス層が虐殺され教育システムがストップ。	

学校、教師、教科書の数が圧倒的に足りない。	

→カンボジアは教育支援が最も必要な国	

	

分度器やコンパス、理科の実験道具を寄付されても教師が使い方を知らず猫に小判状態。	

→ハード面（魚釣りの釣竿）の支援だけでなく、ソフト面（魚の釣り方）の支援が必要。	

	

CIESFでは、教員養成校（教員の育成）、教育行政の改善、産業人材（ITや国家資格）の育成、起

業家の育成などを行っている。カンボジアは紙幣に日本の国旗を入れているほど、親日国。そん

な日本を愛してリスペクトしくれているカンボジアが困っている。日本人としてカンボジアの教

育をもっと支援していきましょう。	

	

＜西村様＞	

カンボジア教育支援プロジェクトは、大久保様のCIESFとロータリークラブ合同で行っているプロ

ジェクトです。プノンペンRC及び2750地区の24クラブによる地域区内最大のプロジェクトになっ

ています。一緒に参加していただけるクラブを募集しています。1口10万円でプロジェクトに参加

できます。昨年度は、900万円近く集まり、理数系の教師派遣、数百点の教育資材提供を行いまし

た。	

	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 31 年 1 月 16 日		

議事録作成者	山本聖	 	 		

次回	日時/場所	

日時	平成 31 年 1 月 26 日（土）18 時〜新年会	 場所	 Schmatz Ark Hills 
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